












研究目的 

癲癇合併妊婦の頻度は少ないが,妊娠中に抗癲癇剤を服用しているので，出生児に奇形，血

液凝固障害,児の鎮静剤による禁断症状(離脱症候群)が問題となってきている。そこで癲癇

合併妊婦とくに抗癲癇剤を投与されている妊婦の管理について検討した。 


